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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ・グローバル・インカム 
株式ファンド(毎月分配型) 

 

 

運用報告書(全体版) 
 
第210期(決算日2022年９月12日) 第213期(決算日2022年12月12日) 

第211期(決算日2022年10月11日) 第214期(決算日2023年１月10日) 

第212期(決算日2022年11月10日) 第215期(決算日2023年２月10日) 
 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ・グローバル・インカム株式

ファンド(毎月分配型)」は、2023年２月10日

に第215期の決算を行いましたので、第210

期から第215期までの運用状況をご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2005年２月28日（当初設定日）から無期限

です。 

運 用 方 針 

主に投資信託証券に投資を行い、安定的か

つより優れた分配金原資の獲得と信託財

産の成長を図ることを目的に運用を行い

ます。 

主要投資対象 

①ピクテ・グローバル・セレクション・ファ

ンド－グローバル・ユーティリティー

ズ・エクイティ・ファンド受益証券 

②ピクテ－ショートターム・マネー・マー

ケットEUR投資証券 

運 用 方 法 

①投資信託証券への投資を通じて、主に

高配当利回りの世界の公益株に投資し

ます。 

②実質組入外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

①投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

②投資信託証券、短期社債等、コマーシャ

ル・ペーパー以外の有価証券への直接投

資は行いません。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準等を勘

案して委託者が決定します。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

186期(2020年９月10日) 2,572 30 △ 1.2 14,660 △ 2.5 99.5 980,545 

187期(2020年10月12日) 2,625 30 3.2 15,297 4.3 99.6 1,005,386 

188期(2020年11月10日) 2,706 30 4.2 15,608 2.0 99.7 1,031,008 

189期(2020年12月10日) 2,552 30 △ 4.6 15,227 △ 2.4 99.5 967,240 

190期(2021年１月12日) 2,554 30 1.3 15,638 2.7 99.5 968,172 

191期(2021年２月10日) 2,460 30 △ 2.5 15,496 △ 0.9 99.5 927,220 

192期(2021年３月10日) 2,460 30 1.2 15,499 0.0 99.5 920,768 

193期(2021年４月12日) 2,642 30 8.6 16,606 7.1 99.5 979,936 

194期(2021年５月10日) 2,637 30 0.9 16,720 0.7 98.4 966,721 

195期(2021年６月10日) 2,596 30 △ 0.4 16,630 △ 0.5 99.5 943,466 

196期(2021年７月12日) 2,557 30 △ 0.3 16,462 △ 1.0 99.5 926,956 

197期(2021年８月10日) 2,600 30 2.9 16,907 2.7 99.5 940,151 

198期(2021年９月10日) 2,625 30 2.1 17,126 1.3 99.5 941,987 

199期(2021年10月11日) 2,465 30 △ 5.0 16,471 △ 3.8 99.5 883,345 

200期(2021年11月10日) 2,533 30 4.0 17,027 3.4 99.5 899,453 

201期(2021年12月10日) 2,560 30 2.3 17,366 2.0 99.5 903,019 

202期(2022年１月11日) 2,611 30 3.2 17,971 3.5 99.5 912,563 

203期(2022年２月10日) 2,568 30 △ 0.5 17,814 △ 0.9 99.5 900,628 

204期(2022年３月10日) 2,575 30 1.4 17,751 △ 0.4 99.5 909,188 

205期(2022年４月11日) 2,966 30 16.3 20,566 15.9 99.4 1,046,934 

206期(2022年５月10日) 2,868 30 △ 2.3 19,922 △ 3.1 98.2 1,018,124 

207期(2022年６月10日) 2,968 30 4.5 20,717 4.0 99.4 1,077,813 

208期(2022年７月11日) 2,795 20 △ 5.2 20,091 △ 3.0 99.4 1,047,362 

209期(2022年８月10日) 2,943 20 6.0 21,270 5.9 99.5 1,103,928 

210期(2022年９月12日) 3,091 20 5.7 22,396 5.3 99.5 1,160,430 

211期(2022年10月11日) 2,654 20 △13.5 19,105 △14.7 99.5 1,007,222 

212期(2022年11月10日) 2,755 20 4.6 20,169 5.6 99.5 1,054,420 

213期(2022年12月12日) 2,758 20 0.8 20,380 1.0 99.5 1,060,051 

214期(2023年１月10日) 2,654 20 △ 3.0 19,935 △ 2.2 99.5 1,024,064 

215期(2023年２月10日) 2,557 20 △ 2.9 18,993 △ 4.7 99.5 990,372 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 参考指数は、MSCI世界公益株価指数を委託者が円換算し、設定日（2005年２月28日）を10,000として指数化したものです。 

 

MSCI世界公益株価指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属しま

す。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第210期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2022年８月10日 2,943 － 21,270 － 99.5 

８月末 2,999 1.9 21,293 0.1 99.6 

(期  末)      

2022年９月12日 3,111 5.7 22,396 5.3 99.5 

第211期 

(期  首)      

2022年９月12日 3,091 － 22,396 － 99.5 

９月末 2,759 △10.7 19,710 △12.0 99.4 

(期  末)      

2022年10月11日 2,674 △13.5 19,105 △14.7 99.5 

第212期 

(期  首)      

2022年10月11日 2,654 － 19,105 － 99.5 

10月末 2,789 5.1 20,601 7.8 99.5 

(期  末)      

2022年11月10日 2,775 4.6 20,169 5.6 99.5 

第213期 

(期  首)      

2022年11月10日 2,755 － 20,169 － 99.5 

11月末 2,748 △ 0.3 20,256 0.4 99.6 

(期  末)      

2022年12月12日 2,778 0.8 20,380 1.0 99.5 

第214期 

(期  首)      

2022年12月12日 2,758 － 20,380 － 99.5 

12月末 2,698 △ 2.2 19,885 △ 2.4 99.4 

(期  末)      

2023年１月10日 2,674 △ 3.0 19,935 △ 2.2 99.5 

第215期 

(期  首)      

2023年１月10日 2,654 － 19,935 － 99.5 

１月末 2,608 △ 1.7 19,314 △ 3.1 99.4 

(期  末)      

2023年２月10日 2,577 △ 2.9 18,993 △ 4.7 99.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。 

（注） 参考指数は、MSCI世界公益株価指数を委託者が円換算し、設定日（2005年２月28日）を10,000として指数化したものです。 
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○当作成期中の運用状況と今後の運用方針 (2022年８月11日～2023年２月10日) 

 

当作成期の分配金再投資基準価額※は、9.2％の下落となりました。 
※ 「分配金再投資基準価額」は、購入時手数料等を考慮せず、税引前分配金を再投資した場合の評価額を表します。以下同じ。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2022年８月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 参考指数は、MSCI世界公益株価指数を委託者が円換算したものです。 

 

◇主な変動要因 

下落↓・実質的に組入れているドミニオン・エナジー（米国、総合公益事業）、ネクステラ・エナジー（米国、

電力）などの株価が下落したこと 

下落↓・円に対して米ドルなどが下落したこと 

上昇↑・実質的に組入れている株式からの配当収入 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、前作成期末から2022年10月上旬にかけては、好調な米景気などを背景に米連邦準備制度

理事会（FRB）が積極的な利上げを継続するとの観測が高まったことや、中国での新型コロナウイルス感染

拡大などが嫌気され下落しました。12月末にかけては、10月や11月の米消費者物価指数（CPI）の伸びが市

場予想以上に鈍化し、FRBが利上げペースを減速させるとの見方が強まったことや、中国の経済活動正常化

に向けた動きへの期待などから上昇しました。2023年１月以降当作成期末にかけては、一部の米国景気指標

が市場予想以上に悪化を示すなか米利上げペースの減速期待が強まったことや、中国のゼロコロナ政策解

除を受けた中国景気回復への期待などから、世界の株式市場は上昇しました。 

・為替市場では、前作成期末から2022年10月中旬は、高止まりするインフレの抑制に向けてFRBが大幅な利上

げを継続した一方、日本銀行は緩和的な金融政策を維持したことから、金融政策の方向性の違いが意識さ

れ、米ドルは対円で上昇しました。その後2023年１月中旬にかけては、財務省・日本銀行による為替介入の

実施や、日本銀行によるイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）政策の長期金利の許容変動幅拡大

などを受けて、円高・米ドル安が進行しました。当作成期末にかけては、日本政府が日本銀行の次期総裁に

起用する方針を固めた植田氏が当面は金融緩和の継続が必要との考えを示したことなどから、円安・米ドル

高となりました。期を通してみると、米ドルは対円で下落しました。一方ユーロは、前作成期末から2022年

10月にかけては、欧州中央銀行（ECB）が９月の政策理事会において0.75％の大幅利上げを実施し、インフ

レ抑制に向けてさらなる利上げを行う姿勢を明確にしたことなどから、円安・ユーロ高が進行しました。そ

の後年末にかけては、ユーロ圏のインフレ指標に減速の兆しがみられるなか、ECBによる利上げペースの減

速期待が高まったことなどから、円高・ユーロ安が進行しました。2023年１月は、ドイツなどユーロ圏の主

要国のインフレ率が市場予想を下回り鈍化した一方、ECBは大幅利上げの継続の必要性を示唆したことなど

から方向感が定まりにくい展開となりました。その後当作成期末にかけては、日本政府が日本銀行の次期総

裁に起用する方針を固めた植田氏が当面は金融緩和の継続が必要との考えを示したことなどから、円安・

ユーロ高が進行しました。期を通してみると、ユーロは対円で上昇しました。 

 

 

  

投資環境 
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投資信託証券への投資を通じて、主に高配当利回りの世界の公益株に投資し、安定的かつより優れた分配金

原資の獲得と信託財産の成長を図ることを目的に運用を行ってまいりました。 

 
（注） “PGSF”は「ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド」の略称です。以下当略称で表記する場合があります。騰落率は分配金を

再投資したものとして計算しています。 

 

株式の実質組入比率を高位に保つため、「PGSF－グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド」

の組入比率を高位に維持しました。 

 

投資先ファンドの組入状況 

＜PGSF－グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド＞ 

主に高配当利回りの世界の公益株に投資してまいりました。 

 

◇組入上位10ヵ国・地域    

【前作成期末】  【当作成期末】  

国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 68.8％ 米国 66.9％ 

英国 6.1％ 英国 7.5％ 

ドイツ 5.7％ ドイツ 6.2％ 

スペイン 5.4％ スペイン 5.3％ 

イタリア 3.0％ イタリア 3.8％ 

デンマーク 2.8％ デンマーク 2.4％ 

カナダ 2.3％ カナダ 2.3％ 

中国 1.3％ 中国 1.8％ 

フィンランド 0.7％ アラブ首長国連邦 0.8％ 

ポルトガル 0.7％ ポルトガル 0.7％ 

 

◇組入上位５業種    

【前作成期末】  【当作成期末】  
業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

電力 47.7％ 電力 47.7％ 

総合公益事業 32.5％ 総合公益事業 33.1％ 

独立系発電・エネルギー販売 10.6％ 独立系発電・エネルギー販売 10.7％ 

エクイティ不動産投資信託（REIT） 2.9％ エクイティ不動産投資信託（REIT） 2.4％ 

水道 1.9％ 陸運・鉄道 1.5％  
（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【前作成期末】  【当作成期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

ネクステラ・エナジー 米国 電力 4.8％ センプラ・エナジー 米国 総合公益事業 4.8％ 

センプラ・エナジー 米国 総合公益事業 4.6％ ネクステラ・エナジー 米国 電力 4.8％ 

RWE ドイツ 
独立系発電・ 

エネルギー販売 
4.4％ RWE ドイツ 

独立系発電・ 

エネルギー販売 
4.3％ 

WECエナジー・グループ 米国 総合公益事業 4.2％ エクセロン 米国 電力 4.2％ 

ドミニオン・エナジー 米国 総合公益事業 3.8％ ナショナル・グリッド 英国 総合公益事業 4.2％ 

アメレン 米国 総合公益事業 3.8％ PG&E 米国 電力 4.0％ 

サザン 米国 電力 3.4％ WECエナジー・グループ 米国 総合公益事業 3.8％ 

イベルドローラ スペイン 電力 3.4％ イベルドローラ スペイン 電力 3.7％ 

ＣＭＳエナジー 米国 総合公益事業 3.4％ アメレン 米国 総合公益事業 3.6％ 

エンタジー 米国 電力 3.2％ サザン 米国 電力 3.5％ 
 

（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

当作成期末の組入上位銘柄は、 

- センプラ・エナジー ： 米国および中南米などで発電、天然ガスパイプラインの運営、送電線事業、風力・

太陽光発電などを行う。 

- ネクステラ・エナジー ： クリーン（再生可能）エネルギーの世界的なリーダー。傘下の事業会社を通じ米

国フロリダ州を中心とする規制下事業とフロリダ州外での風力・太陽光発電を

中心とした再生可能エネルギーに注力。 

- RWE ： ドイツの主要総合公益企業。ドイツ、英国、中東欧を中心に発電、電力取引に従

事。再生可能エネルギーにも注力。世界各地とのエネルギー取引事業にも従事。 

- エクセロン ： 米国イリノイ州、ペンシルベニア州で家庭用電気、天然ガスを供給。 

- ナショナル・グリッド ： 電力・ガスの送電と配電に注力。イングランドおよびウェールズで送電網、英国

全土でガス供給網を保有・運営するほか、米国北東部やスコットランドでも事業

を展開する。 

などとなりました。 

 

＜ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットEUR＞ 

短期金融商品等に投資を行いユーロ建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目的とし

運用を行ってまいりました。 
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当作成期中の収益分配は、基準価額の水準等を勘案して決定しました。各決算期の分配金の計算過程につき

ましては、13ページをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配金および分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第210期 第211期 第212期 第213期 第214期 第215期 

2022年８月11日～ 
2022年９月12日 

2022年９月13日～ 
2022年10月11日 

2022年10月12日～ 
2022年11月10日 

2022年11月11日～ 
2022年12月12日 

2022年12月13日～ 
2023年１月10日 

2023年１月11日～ 
2023年２月10日 

当期分配金 20  20  20  20  20  20  

(対基準価額比率) 0.643％ 0.748％ 0.721％ 0.720％ 0.748％ 0.776％ 

 当期の収益 20  20  20  20  20  20  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 1,243  1,246  1,252  1,255  1,258  1,262  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

（注） この様式で示される「当期の収益」は、当ファンドが投資する投資先ファンドからの分配金を受取った場合、実質的に「当期の収益以

外」の原資が含まれて表示されることがあります。 

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

欧米のインフレ率はピークを打ちつつあるとみられ、エネルギー価格は落ち着きを取り戻し、中国経済は景

気後退懸念を払拭しつつあると考えています。一方、株式全体では割安感が薄れていることに加え、企業収益

が低調なことから、世界経済は緩やかな成長に留まるともみられます。こうしたなか、公益セクターは引き続

き業績の実績や見通しが相対的に安定しています。経済や金融市場の先行き不透明感が高まるなか、株価の調

整は公益株式の中長期的な投資機会を提供する可能性があると考えます。 

 

（２）投資方針 

投資信託証券への投資を通じて、世界の高配当利回りの公益株を主な投資対象とし、安定的かつより優れた

分配金原資の獲得と信託財産の成長を図ることを目的に運用を行っていく方針です。 

 

＜PGSF－グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド＞ 

ウクライナ危機によるエネルギー安全保障問題などを背景に、主要国・地域の脱炭素化に向けた政策強化の

動きが加速しています。米国ではインフレ抑制法、欧州では、Fit for 55（温室効果ガス削減政策）などのグ

リーンシフトを促す政策が施行されており、これらの動きは風力、太陽光、水力などのクリーンエネルギー発

電の拡大をさらに加速させることにつながるとみられます。当ファンドでは、クリーンエネルギーによる発電

の割合が高い企業に注目しています。また、米国の規制下事業の比率の高い銘柄は、規制環境が良好で、収益

見通しが安定していることから引き続き選好する方針です。 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年８月11日～2023年２月10日) 

項 目 
第210期～第215期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 17  0.610  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 5)  (0.194)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (11)  (0.388)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.028)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.000)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  ・その他は、目論見書、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用 
 その他信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 17   0.611    

作成期間の平均基準価額は、2,766円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.83％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年８月11日～2023年２月10日) 

 

 

銘 柄 
第210期～第215期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 
国 

 口 千円 口 千円  
ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド－グローバル・ 
ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド 

10,399,075 43,696,540 513,600 2,393,890  
 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年８月11日～2023年２月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年８月11日～2023年２月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年８月11日～2023年２月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年２月10日現在) 

 

銘 柄 
第209期末 第215期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 
ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド 
－グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド 

243,369,894 253,255,369 985,163,386 99.5 

合 計 243,369,894 253,255,369 985,163,386 99.5 
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

  

投資信託証券 
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銘 柄 

第209期末 第215期末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(ユーロ…ルクセンブルグ) 口 口 千ユーロ 千円 ％ 

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットEUR 8,418 8,418 1,153 163,034 0.0 

合 計 8,418 8,418 1,153 163,034 0.0 
 
（注） 邦貨換算金額は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年２月10日現在) 

項 目 
第215期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 985,163,386 98.2 

投資証券 163,034 0.0 

コール・ローン等、その他 18,271,799 1.8 

投資信託財産総額 1,003,598,219 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） 当作成期末における外貨建純資産（163,034千円）の投資信託財産総額（1,003,598,219千円）に対する比率は0.0％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨

換算レートは、1ユーロ=141.31円です。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第210期末 第211期末 第212期末 第213期末 第214期末 第215期末 

2022年９月12日現在 2022年10月11日現在 2022年11月10日現在 2022年12月12日現在 2023年１月10日現在 2023年２月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,174,084,234,256   1,019,238,348,188   1,068,862,545,751   1,071,014,160,750   1,036,898,826,517   1,003,598,219,332   

 コール・ローン等 19,232,251,266   17,326,920,566   19,813,820,482   16,091,467,782   17,776,465,843   18,271,799,166   

 投資信託受益証券(評価額) 1,154,686,938,904   1,001,748,735,792   1,048,880,249,199   1,054,757,344,361   1,018,959,518,819   985,163,386,165   

 投資証券(評価額) 165,044,086   162,691,830   168,476,070   165,348,607   162,841,855   163,034,001   

(B) 負債 13,653,511,235   12,016,293,228   14,441,720,075   10,962,293,809   12,834,636,884   13,226,104,159   

 未払金 1,099,780,000   1,244,720,000   2,657,240,000   －   3,058,070,000   2,493,930,000   

 未払収益分配金 7,507,642,158   7,589,651,943   7,654,762,197   7,687,189,159   7,717,694,039   7,747,533,224   

 未払解約金 3,811,876,637   2,126,114,077   3,096,456,000   2,145,491,694   1,056,126,210   1,944,977,820   

 未払信託報酬 1,230,769,152   1,053,233,183   1,030,729,855   1,126,956,937   1,000,274,120   1,037,105,150   

 未払利息 52,690   47,470   54,281   44,084   48,700   50,057   

 その他未払費用 3,390,598   2,526,555   2,477,742   2,611,935   2,423,815   2,507,908   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,160,430,723,021   1,007,222,054,960   1,054,420,825,676   1,060,051,866,941   1,024,064,189,633   990,372,115,173   

 元本 3,753,821,079,373   3,794,825,971,850   3,827,381,098,933   3,843,594,579,698   3,858,847,019,535   3,873,766,612,016   

 次期繰越損益金 △2,593,390,356,352   △2,787,603,916,890   △2,772,960,273,257   △2,783,542,712,757   △2,834,782,829,902   △2,883,394,496,843   

(D) 受益権総口数 3,753,821,079,373口 3,794,825,971,850口 3,827,381,098,933口 3,843,594,579,698口 3,858,847,019,535口 3,873,766,612,016口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,091円 2,654円 2,755円 2,758円 2,654円 2,557円 
 
<注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）> 

（貸借対照表関係） 

（注） 当ファンドの第210期首元本額は3,751,203,086,286円、第210～215期中追加設定元本額は425,826,752,233円、第210～215期中一部解

約元本額は303,263,226,503円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第210期0.3091円、第211期0.2654円、第212期0.2755円、第213期0.2758円、第214期0.2654円、第215期0.2557

円です。 

（注） 元本の欠損 

 当作成期末において貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は2,883,394,496,843円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第210期 第211期 第212期 第213期 第214期 第215期 

2022年８月11日～ 
2022年９月12日 

2022年９月13日～ 
2022年10月11日 

2022年10月12日～ 
2022年11月10日 

2022年11月11日～ 
2022年12月12日 

2022年12月13日～ 
2023年１月10日 

2023年１月11日～ 
2023年２月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 9,679,731,533   9,799,807,735   9,901,799,543   9,977,571,714   10,041,680,305   10,082,967,941   

 受取配当金 9,680,742,265   9,800,786,438   9,902,579,366   9,978,430,726   10,042,247,520   10,083,648,855   

 受取利息 －   5   －   －   －   －   

 支払利息 △        1,010,732   △          978,708   △          779,823   △          859,012   △          567,215   △          680,914   

(B) 有価証券売買損益 54,247,466,439   △  165,380,630,810   36,966,562,554   △       27,832,093   △   41,284,677,844   △   38,736,704,581   

 売買益 54,783,211,174   752,294,085   37,243,693,811   51,966,156   172,114,679   192,531,601   

 売買損 △      535,744,735   △  166,132,924,895   △      277,131,257   △       79,798,249   △   41,456,792,523   △   38,929,236,182   

(C) 信託報酬等 △    1,234,066,834   △    1,055,735,768   △    1,033,098,715   △    1,129,542,571   △    1,002,673,558   △    1,039,486,963   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 62,693,131,138   △  156,636,558,843   45,835,263,382   8,820,197,050   △   32,245,671,097   △   29,693,223,603   

(E) 前期繰越損益金 △  152,767,763,412   △   96,096,095,654   △  257,411,721,682   △  216,672,643,608   △  213,592,835,876   △  251,066,414,285   

(F) 追加信託差損益金 △2,495,808,081,920   △2,527,281,610,450   △2,553,729,052,760   △2,568,003,077,040   △2,581,226,628,890   △2,594,887,325,731   

 (配当等相当額) (    420,325,886,768)  (    426,175,299,479)  (    430,793,902,239)  (    433,415,819,988)  (    435,783,648,338)  (    438,179,104,408)  

 (売買損益相当額) (△2,916,133,968,688)  (△2,953,456,909,929)  (△2,984,522,954,999)  (△3,001,418,897,028)  (△3,017,010,277,228)  (△3,033,066,430,139)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,585,882,714,194   △2,780,014,264,947   △2,765,305,511,060   △2,775,855,523,598   △2,827,065,135,863   △2,875,646,963,619   

(H) 収益分配金 △    7,507,642,158   △    7,589,651,943   △    7,654,762,197   △    7,687,189,159   △    7,717,694,039   △    7,747,533,224   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,593,390,356,352   △2,787,603,916,890   △2,772,960,273,257   △2,783,542,712,757   △2,834,782,829,902   △2,883,394,496,843   

 追加信託差損益金 △2,495,808,081,920   △2,527,281,610,450   △2,553,729,052,760   △2,568,003,077,040   △2,581,226,628,890   △2,594,887,325,731   

 (配当等相当額) (    420,325,886,768)  (    426,175,299,479)  (    430,793,902,239)  (    433,415,819,988)  (    435,783,648,338)  (    438,179,104,408)  

 (売買損益相当額) (△2,916,133,968,688)  (△2,953,456,909,929)  (△2,984,522,954,999)  (△3,001,418,897,028)  (△3,017,010,277,228)  (△3,033,066,430,139)  

 分配準備積立金 46,593,429,923   47,038,231,656   48,541,055,040   49,135,388,019   50,012,899,451   50,817,747,196   

 繰越損益金 △  144,175,704,355   △  307,360,538,096   △  267,772,275,537   △  264,675,023,736   △  303,569,100,463   △  339,324,918,308   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 第210期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,492,893,814円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する

収益調整金（420,325,886,768円）および分配準備積立金（44,608,178,267円）より分配対象収益は474,426,958,849円（10,000口当た

り1,263円）であり、うち7,507,642,158円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第211期計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,744,071,967円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する

収益調整金（426,175,299,479円）および分配準備積立金（45,883,811,632円）より分配対象収益は480,803,183,078円（10,000口当た

り1,266円）であり、うち7,589,651,943円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第212期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,683,505,785円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する

収益調整金（430,793,902,239円）および分配準備積立金（46,512,311,452円）より分配対象収益は486,989,719,476円（10,000口当た

り1,272円）であり、うち7,654,762,197円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第213期計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,848,029,143円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する

収益調整金（433,415,819,988円）および分配準備積立金（47,974,548,035円）より分配対象収益は490,238,397,166円（10,000口当た

り1,275円）であり、うち7,687,189,159円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第214期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,039,006,747円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する

収益調整金（435,783,648,338円）および分配準備積立金（48,691,586,743円）より分配対象収益は493,514,241,828円（10,000口当た

り1,278円）であり、うち7,717,694,039円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第215期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,043,480,978円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する

収益調整金（438,179,104,408円）および分配準備積立金（49,521,799,442円）より分配対象収益は496,744,384,828円（10,000口当た

り1,282円）であり、うち7,747,533,224円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

 第210期 第211期 第212期 第213期 第214期 第215期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 20円 
 
◇分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

◇分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

 

◇分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）

となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

 法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

（注） 当作成期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。 

 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜組入投資信託証券の内容＞ 
 
 
 
 
ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド －グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド  形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国証券投資信託／円建て 

主 な 投 資 方 針 
①主に高配当利回りの世界(新興国を含めます。)の公益株※に投資し、安定的な収益分配
を行うこと、また長期的な元本の成長を目指すことを目的として運用を行います。 
※ 電力、ガス、水道、電話・通信、運輸、廃棄物処理、石油供給などの企業 

②上場株式への分散投資を基本とします。 

関 係 法 人 

管理会社：ピクテ・アセット・マネジメント(ヨーロッパ)エス・エイ 
投資顧問会社：ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ 
保管受託銀行：ピクテ・アンド・シー(ヨーロッパ)エス・エイ 
登録・名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパート
ナー・ソリューションズ(ヨーロッパ)エス・エイ 

主 な 費 用 

管理報酬：純資産総額の年率0.35％ 
サービス報酬：純資産総額の年率0.1％ 
保管受託銀行報酬：純資産総額の年率0.15％ 
※その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。 

決 算 日 毎年12月31日 
 
ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットEUR  形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国証券投資法人／ユーロ建て 

主 な 投 資 方 針 
①ユーロ建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目的とします。 
②短期金融商品等に投資します。 
③投資する証券の発行体の信用格付は、A2／P2以上とします。 

関 係 法 人 

管理会社：ピクテ・アセット・マネジメント(ヨーロッパ)エス・エイ 
投資顧問会社：ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ、ピクテ・アセット・マ
ネジメント・リミテッド 
保管受託銀行：ピクテ・アンド・シー(ヨーロッパ)エス・エイ 
名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパートナー・
ソリューションズ(ヨーロッパ)エス・エイ 

主 な 費 用 

(クラスI投資証券) 
管理報酬、サービス報酬および保管受託銀行報酬の合計：純資産総額の年率0.3％(上限) 
(クラスP投資証券、クラスPdy投資証券) 
管理報酬、サービス報酬および保管受託銀行報酬の合計：純資産総額の年率0.45％(上限) 
※その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。 

決 算 日 毎年9月30日 

｢ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド(毎月分配型)｣は｢ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド－グローバ
ル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド｣(ルクセンブルグ籍外国投資信託)および｢ピクテ－ショートターム・マ
ネー・マーケットEUR｣(ルクセンブルグ籍外国投資法人)を主要投資対象としています。 
以下は、当該組入投資信託証券の内容です。 
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